
スピーカーユニット

取扱説明書

TS-D1100-SP
このたびは、TOAスピーカーユニットをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
正しくご使用いただくために、必ずこの取扱説明書をお読みになり、末長くご愛用くださいますようお
願い申し上げます。

 ■安全上のご注意
● ご使用の前に、この欄を必ずお読みになり正しくお使いください。
● ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってく
ださい。

● お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管してください。

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想
定される内容を示しています。

水にぬらさない
本機に水が入ったりしないよう、また、ぬらさないようにご注意く
ださい。
火災・感電の原因となります。

禁　止

不安定な場所に置かない
ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。 禁　止

内部を開けない、改造しない
内部には電圧の高い部分があり、ケースを開けたり、改造したりす
ると、火災・感電の原因となります。
内部の点検・調整・修理は販売店にご依頼ください。

分解禁止

液体の入った容器や小さな金属物を上に置かない
こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。

禁　止

万一、異常が起きたら
次の場合、電源の供給を止めて、販売店にご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。
●	煙が出ている、変なにおいがするとき
●	内部に水や異物が入ったとき
●	落としたり、ケースを破損したとき
●	配線ケーブルが傷んだとき（心線の露出、断線など）
●	音が出ないとき

強　制

禁　止

内部に異物を入れない
本機の通風口などから内部に金属類や燃えやすいものなど、異物を差
し込んだり、落とし込んだりしないでください。
火災・感電の原因となります。



湿気やほこりの多い場所などに置かない
湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所や熱器具の近く、
油煙や湯気のあたるような場所に置かないでください。
火災・感電の原因となることがあります。

禁　止

注意 誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性が想定される内
容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

 ■特　長
● 1台のスピーカーユニットで、半径約 3 mの範囲に会議音声を届けることができます。
● 会議室の広さや参加者数に合わせて音量を調節することができます。

電 源 DC24 V（TS-D1100-MU＊、TS-D1000-SU＊、TS-D1000-EX＊、または TS-D10S-4＊

のマスターコントロールユニットから供給）
＊ 別売品

消 費 電 力 5 W以下
周 波 数 特 性 100 Hz～ 13 kHz
S N 比 60 dB以上（JIS-A）
ス ピ ー カ ー 出 力 8 Ω、1 W

80 dB SPL
接 続 端 子 RJ45 × 2
表 示 L E D 電源表示灯、 音量表示灯
機 能 音量調節機能
使 用 温 度 範 囲 0～ 40°C
使 用 湿 度 範 囲 90%RH以下（ただし結露のないこと）
仕 上 げ ケース：ABS樹脂、黒（マンセル N1.0近似色）
寸 法 214.2（幅）× 55.3（高さ）× 211.4（奥行）mm
質 量 550 g

※ 本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

 ■仕　様

133-02-00765-01

TOA お客様相談センター フリーダイヤル（固定電話専用）
 0120-108-117
ナビダイヤル 0570-064-475（有料）
FAX 0570-017-108（有料）
※ IP電話からはつながりません。

商品の価格・在庫・修理などのお問い合わせ、
およびカタログのご請求については、取り扱
い店または最寄りの営業所へお申し付けくだ
さい。最寄りの営業所については、TOAホー
ムページをご確認ください。

商品の内容や組み合わせ、操作方法について
のお問い合わせにお応えします。
受付時間 9：00 ～ 17：00（土日、祝日除く）

当社は、お客様から提供された個人情報をお問い合わせ対応または修理対応の目的に利用いたします。また、修理委託目的で委託先業者
へ提供することがあります。個人情報の取り扱いに関する方針については、TOAホームページをご覧ください。

TOAホームページ      https://www.toa.co.jp/

 ■概　要
デジタル会議システム専用のスピーカーユニットです。デジタル会議システム TS-D1100シ
リーズおよびハイブリッド会議セット TS-D10S-4と組み合わせて使用します。Cat5e STP
ケーブルで接続します。

 ■接続のしかたと使いかた
接続のしかたと使いかたは、接続するシステムの取扱説明書をお読みください。

警告 :本装置を住宅環境で使用すると無線障害を引き起こす可能性があります。

本機の定格銘板は機器底面に貼付しています。


